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14z？ 沖　　肝油コロイド（F．C．G．）の夕卜科的磨用 木L巾晃医誌　　1953
　　　　　　　　総括考按
　私は生体に及ぼす手術侵襲を養護する一一4一段特
に術後のカロリー源を非経ロ的に補給する一手段
として肝油及び葡萄糖を含む肝油コロイド（F．C．
G．）を種々な闘病下にある家兎に非経口的に注入
し，その作用を同濃度等量の葡萄糖溶液の作用と
比較槍討を試みた。即ちF・CGは1E常，飢餓，開
腹術施行の各層態にある家兎に対しその20％滅菌
蒸鯉水溶液10cgを静注しても異常反鷹及び発熱
反面は認められなV・。F．C．G．は飢餓歌態にある家
兎に対し，その連続毎日注入は体重，赤1血L球数，
血球素量，全血比重及び1重し漿比重の減少を抑制す
る点において遙かに葡萄糖よりすぐれている。
　飢餓時における家兎の白血球数は，連続7日闇
F．C．G．を毎日注入してもiE常時における白血球数
に比し土止が見られない。体温も同様に富戸は見
られなV・。また開腹術施行家兎に対しても一過性
の白」匹球数塘加が見られる程度で，体温もiE常と
変らない。開腹術施行せる家兎の場合，術前に
F．C．G．を注入せるものは，鉱油，赤血球数，血
球素量，全血比重及び」皿漿比重の術前値えの恢復
はほぼ2～3日であるに比し，対照の葡萄糖注入の
ものは上記のものすべてほぼ5～7日を要してい
る。家兎iE常時にF．CG．を注入せる場合のthL液
像に現われる変化中著明なことは軽度の赤1血〔球面
白血球数，血球素量の増加，リンパ球の減少，．エオ
ジン好性球の出現が一過性に見られることである。
　以上の有効なる事実がすべて20％ECG．溶液
10ccの注入によって証明される～二とは宮川翁面及
び千葉医大中山外科部室におV・て実験に供された
肝油コロイドQ10％溶液使用による効果より遙か’
にすぐれているものと思う。また家兎開腹術施行
せるものについて見ても術後のショック症状の殆
ど認められす，術前状態え復帰する時閻の対照例
に比し遙かに短かV・点も肝油コuイドの物理化学
的丁丁に帰因するものと推定される。
　　　　　　　　結　　　論
　20％F．C．G・液ユOccを家兎の種々なる駅態に注
入して見て次のことがいえる。　　　　　　、
　1．1E常時，飢餓時並びに開腹術施行前k注入
しても何等過敏性症欺が認められなV・。
　2．依亜は正常時におV・ては糟加，飢餓例並び
に開腹術施行前に注入すれば癖直：鳶色の抑制の傾
向が見られる。同濃度等量の葡萄糖液注入よりも
・遙かにすぐれている。
　3．体温はiE常時，飢餓時，開腹術施行前に注
入しても著明な変化は認められない。
　4．血液の諸種なる成分に対しては，1E常時に
おいて赤血球，白血球の数的増加，血球素量の壇
加，リンパ球減少に件なう中性好血球（｛爲エオジン
好性球）の増加が一過性に見られる。飢餓時におい
ては赤血球数，血球素量，全血比重及び血漿比重
の低下がF・C・G・の連続毎日注入により抑制され
る。開腹術施行前に注入すると，赤血球数，血球
素量，杢血比重及び画し漿比重の減少を抑制し，且
つ術前値えの恢復も葡萄糖液を注入せる場合より
早い。自血球数は旺常時におV・て注入する場合「
過性の増：加が見られるが，飢餓時において連続毎
日注入しても，開腹術施行前に投與しても著明な
変化は見られない。
　以上の結果よりF．C．G．は手術侵襲を養護する
点においてすぐれたものと思う。《昭和27．S．25受付｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary
　　An　ic　ttempt　has　been　made　te　inject　fat　preparations　paretiterally　as　one　ef　the　methods　of　nutritious
treatment　after　surgical　operi‘tions・　As　a　first　step，　F．　C・　G・　was　injected　intravenously　to　rabbits
and　1　compared　the　results　of　F．　C．　G．　with　those　of　glucose．
　　Experimental　results　are　followings　：
　1）　F．　C．　G．　checked　the　decrease　of　body　weight，　number　of　erythrocytes，　hemoglobin　content　and
．　spezific　gravity　of　blood　in　rabbits　under　hunger　state，　while　E　C・　G・　increased　the　above　（mentioned
factors）　in　normal　rabbits．
　　2）　These　factors　mentioned　above　reeovered　rapidly　by　preoperative　application　of　E　C．　G．．　lt　may
　be　due　to　the　physico－chemical　and　nutritious　nature　of　E　C・　G・　that　F．　C．　G．　is　better　than，　glucose．
It　may　be，　therefore，　expected　to　applicate　F・　C・　G・　in　surgical　operations・　CReeeiVed　Aug．　2s，　lgs2）
